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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査ライン及び複数の信号ラインの各交点近傍にマトリクス状に配列された複数
の画素電極と、該複数の画素電極に対向する共通電極と、該各画素電極と該共通電極間に
狭持された液晶よりなる複数の表示画素と、を備える表示パネルと、前記複数の信号ライ
ンの各々に表示データに応じた信号電圧を印加する複数の信号側駆動手段と、前記複数の
走査ラインに走査駆動信号を順次出力して前記表示画素を順次選択状態に設定する走査側
駆動手段と、所定周期で反転する共通電圧を生成して、該共通電圧を前記共通電極の少な
くとも１箇所に設けられた給電部から前記共通電極に印加する共通電圧生成手段と、
を備える表示装置において、
　前記複数の信号側駆動手段の各々は所定数の前記信号ライン毎に設けられ、該各信号側
駆動手段は、少なくとも、所定の最高階調基準電圧又は該最高階調基準電圧を補正した電
圧の何れか切り換えて、最高基準電圧として出力する最高階調基準電圧補正手段と、所定
の最低階調基準電圧又は該最低階調基準電圧を補正した電圧の何れかを切り換えて、最低
基準電圧として出力する最低階調基準電圧補正手段と、前記最高基準電圧及び前記最低基
準電圧に基づき、前記表示データの階調数に応じた複数の階調電圧を生成して出力する手
段と、を有する階調電圧生成手段と、前記複数の階調電圧から前記表示データの階調値に
応じた前記階調電圧を選択し、前記信号電圧として前記各信号ラインに出力する階調電圧
選択手段と、を備え、
　前記各信号側駆動手段における前記階調電圧生成手段は、前記最高階調基準電圧補正手
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段及び前記最低階調基準電圧補正手段から出力される前記最高基準電圧及び前記最低基準
電圧の電圧値に応じて、前記複数の階調電圧のセンターレベルを個別に設定し、
　前記最高階調基準電圧補正手段及び前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最高基準電
圧および前記最低基準電圧の電圧値を、前記共通電極内で前記給電部からの距離に応じて
異なる前記共通電圧の信号波形の平均電圧の電圧値と前記複数の階調電圧のセンターレベ
ルとの電位差を一定値に近づけるように予め設定された値に設定することを特徴とする表
示装置。
【請求項２】
　前記最高階調基準電圧補正手段は、前記最高階調基準電圧より低い電圧を前記最高基準
電圧として出力する手段を有し、前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最低階調基準電
圧より高い電圧を前記最低基準電圧として出力する手段を有することを特徴とする請求項
１に記載の表示装置。
【請求項３】
　複数の走査ライン及び複数の信号ラインの各交点近傍にマトリクス状に配列された複数
の画素電極と、該複数の画素電極に対向する共通電極と、該画素電極と該共通電極間に狭
持された液晶よりなる複数の表示画素と、を備える表示パネルと、前記複数の信号ライン
の各々に表示データに応じた信号電圧を印加する信号側駆動手段と、前記複数の走査ライ
ンに走査駆動信号を順次出力して前記表示画素を順次選択状態に設定する走査側駆動手段
と、所定周期で反転する共通電圧を生成して、該共通電圧を前記共通電極の少なくとも１
箇所に設けられた給電部から前記共通電極に印加する共通電圧生成手段と、
を備える表示装置において、
　前記信号側駆動手段は、少なくとも、所定の最高階調基準電圧又は該最高階調基準電圧
を補正した電圧の何れか切り換えて、最高基準電圧として出力する最高階調基準電圧補正
手段と、所定の最低階調基準電圧又は該最低階調基準電圧補正した電圧の何れかを切り換
えて、最低基準電圧として出力する最低階調基準電圧補正手段と、前記最高基準電圧及び
前記最低基準電圧に基づき、前記表示データの階調数に応じた複数の階調電圧を生成して
出力する手段と、を有する階調電圧生成手段と、前記複数の階調電圧から前記表示データ
の階調値に応じた前記階調電圧を選択し、前記信号電圧として前記各信号ラインに出力す
る階調電圧選択手段と、を前記複数の信号ラインにおける所定数の信号ライン毎に複数備
え、
　前記各階調電圧生成回路は、前記最高階調基準電圧補正手段及び前記最低階調基準電圧
補正手段から出力される前記最高基準電圧および前記最低基準電圧の電圧値に応じて、前
記各階調電圧生成手段により生成される前記複数の階調電圧のセンターレベルを、前記所
定数の信号ライン毎に個別に設定し、
　前記最高階調基準電圧補正手段及び前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最高基準電
圧および前記最低基準電圧の電圧値を、前記共通電極内で前記給電部からの距離に応じて
異なる前記共通電圧の信号波形の平均電圧の電圧値と前記複数の階調電圧のセンターレベ
ルとの電位差を一定値に近づけるように予め設定された値に設定することを特徴とする表
示装置。
【請求項４】
　前記最高階調基準電圧補正手段は、前記最高階調基準電圧より低い電圧を前記最高基準
電圧として出力する手段を有し、前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最低階調基準電
圧より高い電圧を前記最低基準電圧として出力する手段を有することを特徴とする請求項
３に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の走査ライン及び複数の信号ラインの各交点近傍にマトリクス状に配列
された複数の表示画素を備える表示パネルの複数の信号ラインに、表示データに応じた階
調電圧を出力する表示駆動装置及び該表示駆動装置と表示パネルを備える表示装置に関す
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るものである。
【背景技術】
【０００２】
　表示パネルの代表例としてアクティブマトリクス方式の液晶表示パネルが知られている
。このアクティブマトリクス方式の液晶表示パネルにおいては、スイッチング素子（例え
ばＴＦＴ（ThinFilm Transistor：薄膜トランジスタ））を介して信号ラインに接続され
る画素電極（表示画素）と、当該画素電極に対向して配置される共通電極との間に液晶が
充填され、２つの電極間にて電場が形成されることにより液晶が駆動される。
【０００３】
　図１０は、従来のアクティブマトリクス方式の液晶表示装置１００の概略構成を示すブ
ロック図である。図１０において、表示パネル１１０は、ガラスなどの透明基板からなる
画素側基板２００と、画素側基板２００の表示領域１５０に対向して設けられるガラスな
どの透明基板からなる対向基板２１０と、表示領域１５０と対向基板２１０との間に挾持
された液晶とを有して構成されている。また、画素側基板２００の表示領域１５０の周囲
には信号ドライバ１２０及び走査ドライバ１３０が設けられ、表示領域１５０には、列方
向に、信号ドライバ１２０に接続された複数の信号ラインＳが配設されているとともに、
行方向に、各信号ラインＳと直交するよう、走査ドライバ１３０に接続された複数の走査
ライン（ゲートライン）Ｇが配設されている。また、走査ラインＧと信号ラインＳとの各
交点近傍には、ＴＦＴを介して画素電極が接続されている。
【０００４】
　一方、対向基板２１０の画素側基板２００に対向する側のほぼ全面には、１枚のシート
状電極からなる共通電極１４０が形成されている。画素側基板２００と対向基板２１０と
は、所定間隔を保って対向配置され、その周辺部をガラスなどのスペーサが含有されたシ
ール材によって封止されており、その隙間には液晶が挾持されている。共通電極１４０に
は画素電極との間で電場を形成するための共通電圧Ｖｃｏｍが画素側基板２００側から供
給され、共通電極１４０への共通電圧Ｖｃｏｍの供給は、図１０に示すように、例えば共
通電極１４０の４隅に設けられた給電部１４１～１４４から行われる。このように共通電
極の４隅に給電部を有する液晶表示装置の例として特許文献１，２が知られている。
【０００５】
　所定周期で反転される共通電圧Ｖｃｏｍを給電部１４１～１４４から共通電極１４０に
印加した場合、給電部１４１～１４４に近い共通電極１４０の周辺部（例えば、図１０に
示すポイントＡ，Ｃ；以下、「給電周辺部」という。）においては、共通電圧Ｖｃｏｍの
波形は殆ど劣化しないが、給電部１４１～１４４から離れた画面中央部（例えば、図１０
に示すポイントＢ；以下、「画面中央部」という。）においては、共通電極１４０の有す
る抵抗成分により共通電圧Ｖｃｏｍの波形が鈍り、ＶｃｏｍＤＣ（直流成分）が低下する
。
【０００６】
　図１１は、ポイントＡ～Ｃにおける共通電圧Ｖｃｏｍと、その直流成分ＶｃｏｍＤＣと
の波形の概形を示すグラフである。同図（ａ）はポイントＡ、同図（ｂ）はポイントＢ、
同図（ｃ）はポイントＣにおける共通電圧Ｖｃｏｍと、直流成分ＶｃｏｍＤＣとを示して
おり、同図（ａ），（ｃ）に示すように、ポイントＡ及びポイントＣにおける共通電圧Ｖ
ｃｏｍA，ＶｃｏｍCに波形の劣化は殆どなく、直流成分ＶｃｏｍＤＣA，ＶｃｏｍＤＣCも
低下していない。一方、同図（ｂ）に示すように、ポイントＢにおいては、共通電圧Ｖｃ
ｏｍBの波形が鈍り、直流成分ＶｃｏｍＤＣBが低下する。
【０００７】
　共通電圧Ｖｃｏｍの劣化は、シート状の共通電極１４０が有する抵抗値に起因するため
、供給部１４１～１４４からの離間距離に比例して、劣化の程度が顕著になる。従って、
大画面になるほど、給電周辺部と画面中央部におけるＶｃｏｍＤＣの差が大きくなる。
【特許文献１】特開２０００－１６２６２９号公報
【特許文献２】特開平６－１９４６７９号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このように、供給部１４１～１４４からの離間距離に応じて共通電圧Ｖｃｏｍの波形が
劣化するため、給電周辺部と画面中央部とでは共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣ
に差が生じる。そして、表示パネル内でＶｃｏｍＤＣに差が生じると、画面内にフリッカ
が発生するという問題を有していた。
【０００９】
　すなわち、液晶表示装置では、一般に、反転駆動が行われる。反転駆動とは、画素電極
－共通電極間の電場（極性）を所定周期で反転させる駆動方法である。上述の通り、液晶
は電極間の電場に応じて配列（正確には向き）を決定するものであるが、一方向にのみ電
場を与えると、液晶を挟持する２つのガラス基板に焼き付けが生じたり、液晶の劣化や破
損を引き起こす原因となるため、周期的に電場を反転させて、これらの問題を防止してい
る。
【００１０】
　この場合、液晶に印加される電圧は、信号ラインから画素電極に印加される信号電圧Ｖ
ｓｉｇと共通電極１４０に印加される共通電圧Ｖｃｏｍとの電位差に基づいた値になるた
め、共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣの値が一定であれば、信号ドライバから供
給される信号電圧Ｖｓｉｇのセンターレベル（以下、「信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃ」という。
）と共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣとを、液晶に印加される正電圧成分と負電
圧成分とがほぼ等しくなるような値に調整することで、画面にフリッカが生じないように
することができる。しかし、表示パネル内でＶｃｏｍＤＣに差が生じていると、信号電圧
Ｖｓｉｇ／ｃは各信号ラインで一定であるため、画面の一部の領域でフリッカが生じない
ようにすることはできるものの、画面全体でフリッカが生じないようにすることはできな
かった。
【００１１】
　つまり、図１２（ａ）に示すように、一定の信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃに対して、Ｖｃｏｍ
ＤＣは表示パネル内の位置に応じてその値が変化しているため、各ポイントＡ～Ｃにおけ
る信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃとＶｃｏｍＤＣとの差Δａ～Δｃが表示パネル内の位置によって
異なる。従って、表示パネル上のある一箇所に合わせて信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃとＶｃｏｍ
ＤＣとの値を最適な値に調整しても、他の箇所では信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃとＶｃｏｍＤＣ
との値が最適な値からズレてしまう。例えば、図１２（ｂ）に模式的に示すように、画面
中央部のポイントＢにおける信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃを最適な値に調整した場合、ポイント
Ｂにおけるフリッカを解消することはできるが、給電周辺部のポイントＡ，Ｃでフリッカ
が生じてしまう。一方、図１２（ｃ）に模式的に示すように、給電周辺部のポイントＡに
おける信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃを最適な値に調整した場合、ポイントＡ，Ｃにおけるフリッ
カを解消することはできるが、画面中央部のポイントＢでフリッカが生じてしまう。
【００１２】
　本発明の課題は、共通電圧の直流成分と階調電圧のセンターレベルとの差の変化に起因
して表示パネル上に発生するフリッカを画面全体に亘って抑制し、表示品位を向上させる
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、複数の走査ライン及び複数の信
号ラインの各交点近傍にマトリクス状に配列された複数の画素電極と、該複数の画素電極
に対向する共通電極と、該各画素電極と該共通電極間に狭持された液晶よりなる複数の表
示画素と、を備える表示パネルと、前記複数の信号ラインの各々に表示データに応じた信
号電圧を印加する複数の信号側駆動手段と、前記複数の走査ラインに走査駆動信号を順次
出力して前記表示画素を順次選択状態に設定する走査側駆動手段と、所定周期で反転する
共通電圧を生成して、該共通電圧を前記共通電極の少なくとも１箇所に設けられた給電部
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から前記共通電極に印加する共通電圧生成手段と、を備える表示装置において、前記複数
の信号側駆動手段の各々は所定数の前記信号ライン毎に設けられ、該各信号側駆動手段は
、少なくとも、所定の最高階調基準電圧又は該最高階調基準電圧を補正した電圧の何れか
切り換えて、最高基準電圧として出力する最高階調基準電圧補正手段と、所定の最低階調
基準電圧又は該最低階調基準電圧を補正した電圧の何れかを切り換えて、最低基準電圧と
して出力する最低階調基準電圧補正手段と、前記最高基準電圧及び前記最低基準電圧に基
づき、前記表示データの階調数に応じた複数の階調電圧を生成して出力する手段と、を有
する階調電圧生成手段と、前記複数の階調電圧から前記表示データの階調値に応じた前記
階調電圧を選択し、前記信号電圧として前記各信号ラインに出力する階調電圧選択手段と
、を備え、前記各信号側駆動手段における前記階調電圧生成手段は、前記最高階調基準電
圧補正手段及び前記最低階調基準電圧補正手段から出力される前記最高基準電圧及び前記
最低基準電圧の電圧値に応じて、前記複数の階調電圧のセンターレベルを個別に設定し、
前記最高階調基準電圧補正手段及び前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最高基準電圧
および前記最低基準電圧の電圧値を、前記共通電極内で前記給電部からの距離に応じて異
なる前記共通電圧の信号波形の平均電圧の電圧値と前記複数の階調電圧のセンターレベル
との電位差を一定値に近づけるように予め設定された値に設定することを特徴とする。
【００１８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の表示装置において、前記最高階調基準電圧
補正手段は、前記最高階調基準電圧より低い電圧を前記最高基準電圧として出力する手段
を有し、前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最低階調基準電圧より高い電圧を前記最
低基準電圧として出力する手段を有することを特徴とする。
【００１９】
　請求項３に記載の発明は、複数の走査ライン及び複数の信号ラインの各交点近傍にマト
リクス状に配列された複数の画素電極と、該複数の画素電極に対向する共通電極と、該画
素電極と該共通電極間に狭持された液晶よりなる複数の表示画素と、を備える表示パネル
と、前記複数の信号ラインの各々に表示データに応じた信号電圧を印加する信号側駆動手
段と、前記複数の走査ラインに走査駆動信号を順次出力して前記表示画素を順次選択状態
に設定する走査側駆動手段と、所定周期で反転する共通電圧を生成して、該共通電圧を前
記共通電極の少なくとも１箇所に設けられた給電部から前記共通電極に印加する共通電圧
生成手段と、を備える表示装置において、前記信号側駆動手段は、少なくとも、所定の最
高階調基準電圧又は該最高階調基準電圧を補正した電圧の何れか切り換えて、最高基準電
圧として出力する最高階調基準電圧補正手段と、所定の最低階調基準電圧又は該最低階調
基準電圧補正した電圧の何れかを切り換えて、最低基準電圧として出力する最低階調基準
電圧補正手段と、前記最高基準電圧及び前記最低基準電圧に基づき、前記表示データの階
調数に応じた複数の階調電圧を生成して出力する手段と、を有する階調電圧生成手段と、
前記複数の階調電圧から前記表示データの階調値に応じた前記階調電圧を選択し、前記信
号電圧として前記各信号ラインに出力する階調電圧選択手段と、を前記複数の信号ライン
における所定数の信号ライン毎に複数備え、前記各階調電圧生成回路は、前記最高階調基
準電圧補正手段及び前記最低階調基準電圧補正手段から出力される前記最高基準電圧およ
び前記最低基準電圧の電圧値に応じて、前記各階調電圧生成手段により生成される前記複
数の階調電圧のセンターレベルを、前記所定数の信号ライン毎に個別に設定し、前記最高
階調基準電圧補正手段及び前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最高基準電圧および前
記最低基準電圧の電圧値を、前記共通電極内で前記給電部からの距離に応じて異なる前記
共通電圧の信号波形の平均電圧の電圧値と前記複数の階調電圧のセンターレベルとの電位
差を一定値に近づけるように予め設定された値に設定することを特徴とする。
【００２１】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の表示装置において、前記最高階調基準電圧
補正手段は、前記最高階調基準電圧より低い電圧を前記最高基準電圧として出力する手段
を有し、前記最低階調基準電圧補正手段は、前記最低階調基準電圧より高い電圧を前記最
低基準電圧として出力する手段を有することを特徴とする。
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【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、表示データの階調数に応じた複数の階調電圧が、最高階調基準電圧又
はこれを補正した電圧による最高基準電圧と、最低階調基準電圧又はこれを補正した電圧
による最低基準電圧とに基づいて生成され、この最高階調基準電圧の補正及び最低階調基
準電圧の補正によって、階調電圧のセンターレベルを変化させることができる。従って、
例えば、表示パネルの複数の信号ラインを複数の信号側駆動手段で駆動する場合、各信号
側駆動手段における階調電圧のセンターレベルを個別に設定することで、表示パネルの共
通電極に印加される共通電圧の、共通電極内で給電部からの距離に応じて異なる平均電圧
と階調電圧のセンターレベルとの差を、表示パネルでの表示位置によらず、概ね均一にす
ることができるようになる。これにより、表示パネルの画面内全体でフリッカの発生を抑
制して表示品位を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明を液晶表示装置に適用した場合の実施形態について、図面を参照して詳し
く説明する。
　［第１の実施形態］
　図１は、本発明における液晶表示装置の構成を示すブロック図である。液晶表示装置１
は、液晶表示パネル１０と、信号ドライバ２０ａ～２０ｃと、走査ドライバ３０と、ＲＧ
Ｂデコーダ４０と、ＶＣＯＭ生成回路５０と、ＬＣＤコントローラ６０と、電圧生成回路
７０とを備えて構成される。
【００２４】
　液晶表示パネル１０には、信号ドライバ２０ａ～２０ｃに接続された複数の信号ライン
Ｓ、及び走査ドライバ３０に接続された複数の走査ラインＧがそれぞれ直交するように配
設され、走査ラインＧと信号ラインＳとの各交点近傍に表示画素が二次元配列されている
。
【００２５】
　図２に、表示画素の等価回路を示す。同図において、表示画素は、アクティブ素子であ
るＴＦＴ９１と、ＴＦＴ９１を介して走査ラインＧ及び信号ラインＳに接続された画素電
極９２と、画素電極９２と対向する位置に配置された対向電極（共通電極）９３と、画素
電極９２と対向電極９３との間に液晶が充填されて成る画素容量（液晶容量）９４と、画
素容量９４と並列に設けられ、画素容量９４に印加された信号電圧を保持する補助容量９
５とから構成されている。
【００２６】
　走査ドライバ３０によって各走査ラインＧに走査信号（ゲートパルス）が順次印加され
て選択状態（高電位状態）となると、対応する各表示画素のＴＦＴ９１がオン動作する。
そして、信号ドライバ２０ａ～２０ｃから各信号ラインＳに印加された信号電圧がＴＦＴ
９１を介して各画素電極９２に印加されることにより、信号電圧と対向電極９３に印加さ
れる共通電圧Ｖｃｏｍとの電圧差が各表示画素の画素容量９４に印加、充電されて、該電
圧差に応じて各表示画素における液晶分子の配向状態が制御される。これにより、所望の
画像が液晶表示パネル１０に表示される。
【００２７】
　信号ドライバ２０ａ～２０ｃは、例えば３個のドライバＬＳＩが縦続接続されて構成さ
れる。各信号ドライバ２０ａ～２０ｃには複数の信号ラインＳが接続されており、ＬＣＤ
コントローラ６０から入力される水平制御信号やタイミング信号Ｍ、アンプ動作制御信号
ＣＡＶ等の各種制御信号、電圧生成回路７０から供給される階調基準電圧ＶＨ，ＶＬ等に
基づいて、ＲＧＢデコーダ４０から入力される表示データに基づく信号電圧を各信号ライ
ンＳに印加する。具体的には、表示データはデジタル信号で供給され、後述する階調電圧
生成回路２６により階調基準電圧ＶＨ，ＶＬを基に生成された階調電圧のうちから表示デ
ータの階調値に応じた階調電圧を選択し、選択した階調電圧を信号電圧として各信号ライ
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ンＳに印加する。
【００２８】
　走査ドライバ３０には複数の走査ラインＧが接続されており、ＬＣＤコントローラ６０
から入力される垂直制御信号に基づいて、各走査ラインＧに走査信号を順次印加して選択
状態とする。
【００２９】
　ＲＧＢデコーダ４０は、液晶表示装置１の外部から入力される映像信号から、水平同期
信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ及びコンポジット同期信号ＣＳＹを抽出してＬＣＤコントローラ
６０に出力するとともに、映像信号に含まれるＲＧＢの各色の表示データを抽出し、信号
ドライバ２０ａ～２０ｃに出力する。
【００３０】
　ＶＣＯＭ生成回路５０は、液晶表示パネル１０における各表示画素の補助容量９５に共
通接続された共通ラインＣ及び対向電極９３に印加される共通電圧Ｖｃｏｍを生成し、Ｌ
ＣＤコントローラ６０から入力されるタイミング信号Ｍに応じて共通電圧Ｖｃｏｍの極性
を所定周期で反転させて出力する。
【００３１】
　ＬＣＤコントローラ６０は、ＲＧＢデコーダ４０から入力される水平同期信号Ｈ、垂直
同期信号Ｖ及びコンポジット同期信号ＣＳＹに基づいてタイミング信号Ｍを生成し、信号
ドライバ２０ａ～２０ｃ及びＶＣＯＭ生成回路５０に出力する。また、クロック信号ＳＣ
Ｋ、コンポジット同期信号ＣＳＹ、シフトスタート信号ＳＴＨ及びラッチ動作制御信号Ｓ
ＴＢを含む水平制御信号やアンプ動作制御信号ＣＡＶを生成して信号ドライバ２０ａ～２
０ｃに出力し、垂直制御信号を生成して走査ドライバ３０に出力する。また、ＬＣＤコン
トローラ６０は、信号ドライバ２０ａ～２０ｃ毎に切替制御信号ＳＴを生成して、信号ド
ライバ２０ａ～２０ｃそれぞれに出力する。そして、所定のタイミングで液晶表示パネル
１０の表示画素を順次選択状態とし、選択状態とした表示画素に信号電圧を印加して、表
示データに基づく所定の画像を表示させる。
【００３２】
　電圧生成回路７０は、液晶表示装置１の各部で必要な各種電圧を生成する。例えば、信
号ドライバ２０ａ～２０ｃにおいて階調電圧を生成するのに必要な最高階調基準電圧ＶＨ
，最低階調基準電圧ＶＬ（本明細書中、適宜、統括的に「階調基準電圧ＶＨ，ＶＬ」とい
う。）を生成し、信号ドライバ２０ａ～２０ｃに供給する。
【００３３】
　図３は、本発明に係わる信号ドライバの第１の実施形態における概略構成を示すブロッ
ク図である。尚、信号ドライバ２０ａ～２０ｃの構成は、何れも同一構成によって成るた
め、以下では、信号ドライバ２０ａを一例として説明する。
【００３４】
　図３において、信号ドライバ２０ａは、シフトレジスタ２１と、データレジスタ２２と
、ラッチ回路２３と、選択回路２４と、出力バッファ２５と、階調電圧生成回路２６とを
備えて構成される。
【００３５】
　シフトレジスタ２１は、入力されるシフトレジスタ信号ＳＴＲを、クロック信号ＣＬＫ
によって順次シフトさせて出力する。データレジスタ２２は、シフトレジスタ２１から入
力される信号のタイミングで入力される表示データを取り込み、出力する。
【００３６】
　ラッチ回路２３は、データレジスタ２２から出力される表示データを、入力されるラッ
チ動作制御信号ＳＴＢに応じて取り込み、保持するとともに、表示データＤ１，Ｄ２，・
・・，Ｄｎとして出力する。ここで、「ｎ」は信号ラインＳの本数である。
【００３７】
　選択回路２４は、階調電圧生成回路２６から入力される階調電圧のうちから、ラッチ回
路２３から入力される表示データＤ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎそれぞれに対応する階調電圧
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を選択し、信号電圧として出力する。出力バッファ２５は、選択回路２４から出力された
各信号電圧をソース出力Ｖｓｉｇ１，Ｖｓｉｇ２，・・・，Ｖｓｉｇｎとして信号ライン
Ｓそれぞれに出力する。
【００３８】
　階調電圧生成回路２６は、電圧生成回路７０から供給される階調基準電圧ＶＨ，ＶＬに
基づいて、表示データの階調数に応じた階調電圧を生成して出力する。
【００３９】
　図４は、本実施形態における階調電圧生成回路２６の回路構成を示す図である。この階
調電圧生成回路２６は、階調基準電圧補正回路２６１Ａ，２６１Ｂと、総合抵抗Ｒｔと、
電圧レベル作成回路２６２とから構成される。階調基準電圧補正回路２６１Ａは、電圧生
成回路７０から高電位の最高階調基準電圧ＶＨが供給され、この最高階調基準電圧ＶＨ又
は最高階調基準電圧ＶＨを補正した電圧の何れかの電圧（最高基準電圧とする）を電圧レ
ベル作成回路２６２に供給する。また、階調基準電圧補正回路２６１Ｂは、電圧生成回路
７０から低電位の最低階調基準電圧ＶＬが供給され、この最低階調基準電圧ＶＬ又は最低
階調基準電圧ＶＬを補正した電圧の何れかの電圧（最低基準電圧とする）を電圧レベル作
成回路２６２に供給する。電圧レベル作成回路２６２は、階調基準電圧補正回路２６１Ａ
、２６１Ｂから供給される最高基準電圧及び最低基準電圧の間を表示データの階調数（例
えば、図４では１１）に応じて分圧し、階調電圧Ｖ０，Ｖ１，・・・，Ｖ１０を生成して
出力するものである。
【００４０】
　階調基準電圧補正回路２６１Ａには、１つの補正抵抗Ｒｓ１と、切替回路を構成する２
つのスイッチ２６３Ａ，２６４Ａとが設けられている。補正抵抗Ｒｓ１の一端は、最高階
調基準電圧ＶＨが供給される端子ＶＨ１に接続され、他端は、総合抵抗Ｒｔの一端に接続
されている。また、スイッチ２６３Ａの一端が端子ＶＨ１に、スイッチ２６４Ａの一端が
補正抵抗Ｒｓ１の他端に接続され、スイッチ２６３Ａの他端及びスイッチ２６４Ａの他端
が階調電圧Ｖ０の出力端子に接続されている。このスイッチ２６３Ａ，２６４Ａの開閉状
態に応じて、補正抵抗Ｒｓ１を介在して、又は補正抵抗Ｒｓ１を介在せずに、端子ＶＨ１
と電圧レベル作成回路２６２とが接続される。
【００４１】
　例えば、図４において、スイッチ２６３Ａが閉じられ、スイッチ２６４Ａが開放された
場合、端子ＶＨ１は、補正抵抗Ｒｓ１を介在せず、電圧レベル作成回路２６２に直接接続
される。一方、スイッチ２６３Ａが開放され、スイッチ２６４Ａが閉じられた場合、端子
ＶＨ１は、補正抵抗Ｒｓ１を介して電圧レベル作成回路２６２に接続される。
【００４２】
　同様に、階調基準電圧補正回路２６１Ｂには、１つの補正抵抗Ｒｓ２と、切替回路を構
成する２つのスイッチ２６３Ｂ，２６４Ｂとが設けられている。補正抵抗Ｒｓ２の一端は
、最低階調基準電圧ＶＬが供給される端子ＶＬ１に接続され、他端は、総合抵抗Ｒｔの一
端に接続されている。また、スイッチ２６３Ｂの一端が補正抵抗Ｒｓ２の他端に、スイッ
チ２６４Ｂの一端が端子ＶＬ１に接続され、スイッチ２６３Ｂの他端及びスイッチ２６４
Ｂの他端が階調電圧Ｖ１０の出力端子に接続されている。このスイッチ２６３Ｂ，２６４
Ｂの開閉状態に応じて、補正抵抗Ｒｓ２を介在して、又は補正抵抗Ｒｓ２を介在せずに、
端子ＶＬ１と電圧レベル作成回路２６２とが接続される。
【００４３】
　例えば、図４において、スイッチ２６３Ｂが閉じられ、スイッチ２６４Ｂが開放された
場合、端子ＶＬ１は、補正抵抗Ｒｓ２を介して電圧レベル作成回路２６２に接続される。
また、スイッチ２６３Ｂが開放され、スイッチ２６４Ｂが閉じられた場合、端子ＶＬ１は
、補正抵抗Ｒｓ２を介在せず、電圧レベル作成回路２６２に直接接続される。
【００４４】
　このような構成において、スイッチ２６３Ａ及び２６３Ｂが閉じられ、スイッチ２６４
Ａ及び２６４Ｂが開放された場合には、電圧レベル作成回路２６２に供給される最高基準
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電圧は最高階調基準電圧ＶＨのままで変化しないが、最低基準電圧は、最低階調基準電圧
ＶＬから補正抵抗Ｒｓ２によって電位が上がる方向に変更された電圧値になる。一方、ス
イッチ２６４Ａ及び２６４Ｂが閉じられ、スイッチ２６３Ａ及び２６３Ｂが開放された場
合、電圧レベル作成回路２６２に供給される最低基準電圧は最低階調基準電圧ＶＬのまま
で変化しないが、最高基準電圧は、最高階調基準電圧ＶＨから補正抵抗Ｒｓ１によって電
位が下がる方向に変更された電圧値になる。
【００４５】
　従って、階調基準電圧補正回路２６１Ａ，Ｂそれぞれから出力される階調基準電圧の平
均レベルは、スイッチ２６３Ａ及び２６３Ｂが閉じられ、スイッチ２６４Ａ及び２６４Ｂ
が開放された場合の方が、スイッチ２６４Ａ及び２６４Ｂが閉じられ、スイッチ２６３Ａ
及び２６３Ｂが開放された場合に比べて高いこととなる。
【００４６】
　以下、この階調基準電圧補正回路２６１Ａ，Ｂによる階調基準電圧の電位の調整（変更
しない場合を含む。）を以下「補正」という。
【００４７】
　ここで、スイッチ２６３Ａ，２６３Ｂ，２６４Ａ，２６４Ｂの開閉は、例えばＬＣＤコ
ントローラ６０から入力される切替制御信号ＳＴに応じて制御される。尚、スイッチ２６
３Ａ，２６３Ｂ，２６４Ａ，２６４Ｂは、切替制御信号ＳＴに応じて開閉が制御される他
、例えば、各信号ドライバ２０ａ～２０ｃの外部に各スイッチ２６３Ａ，２６３Ｂ，２６
４Ａ，２６４Ｂの開閉状態を設定するための制御端子を引き出し、制御端子の電圧レベル
をジャンパー線等により固定的に接続又は開放状態に設定するものであってもよい。
【００４８】
　電圧レベル作成回路２６２は、例えば直列接続された１０個の抵抗Ｒ０，Ｒ１，・・・
，Ｒ９を有する。抵抗Ｒ０の一端は階調基準電圧補正回路２６１Ａを介して端子ＶＨ１に
接続され、抵抗Ｒ１０の一端は、階調基準電圧補正回路２６１Ｂを介して端子ＶＬ１に接
続されている。従って、抵抗Ｒ０の一端には、スイッチ２６３Ａ，２６４Ａの開閉状態に
応じて補正された電圧値を有する最高基準電圧が供給される。一方、抵抗Ｒ９の一端には
、スイッチ２６３Ｂ，２６４Ｂの開閉状態に応じて補正された電圧値を有する最低基準電
圧が供給される。
【００４９】
　電圧レベル作成回路２６２は、最高基準電圧と最低基準電圧との電圧差を表示データの
階調数に応じた抵抗Ｒ０，Ｒ１，・・・，Ｒ９で分圧して、分圧した電圧を階調電圧Ｖ０
，Ｖ１，・・・，Ｖ９，Ｖ１０として階調電圧印加ラインに印加する。
【００５０】
　ここで、上述した通り、階調基準電圧補正回路２６１Ａ，Ｂそれぞれから出力される階
調基準電圧の平均レベルは、スイッチ２６３Ａ及び２６３Ｂが閉じられ、スイッチ２６４
Ａ及び２６４Ｂが開放された場合の方が、スイッチ２６４Ａ及び２６４Ｂが閉じられ、ス
イッチ２６３Ａ及び２６３Ｂが開放された場合に比べて高い。従って、階調基準電圧補正
回路２６１Ａ，２６１Ｂによる補正によって、電圧レベル作成回路２６２が生成・出力す
る階調電圧Ｖ０，Ｖ１，・・・，Ｖ１０の電位も同方向に変化する。つまり、スイッチ２
６３Ａ及び２６３Ｂが閉じられ、スイッチ２６４Ａ及び２６４Ｂが開放された場合の方が
、スイッチ２６４Ａ及び２６４Ｂが閉じられ、スイッチ２６３Ａ及び２６３Ｂが開放され
た場合に比べて、生成される階調電圧Ｖ０，Ｖ１，・・・，Ｖ１０の平均電圧レベルが高
い。この階調電圧の平均電圧レベルは信号ドライバから供給される信号電圧Ｖｓｉｇのセ
ンターレベル（信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃ）に相当するものであって、すなわち、階調基準電
圧補正回路２６１Ａ，Ｂによって、信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの電位が変更されることとなる
。
【００５１】
　次に、信号ドライバ２０ａ～２０ｃの階調基準電圧補正回路２６１Ａ，２６１Ｂの各ス
イッチの動作について説明する。上述した通り、信号ドライバ２０ａ～２０ｃには、ＬＣ
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Ｄコントローラ６０から切替制御信号ＳＴが入力され、各信号ドライバ２０ａ～２０ｃの
階調基準電圧補正回路２６１Ａ，２６１Ｂの動作が制御される。ここで、切替制御信号Ｓ
Ｔは、信号ドライバ２０ａ及び２０ｃに対しては、スイッチ２６３Ａ及び２６４Ａを閉じ
，２６３Ｂ及び２６４Ｂを開放するように設定され、信号ドライバ２０ｂに対しては、ス
イッチ２６３Ｂ及び２６４Ｂを閉じ，２６３Ａ及び２６４Ａを開放するように設定される
。
【００５２】
　これにより、信号ドライバ２０ａ及び２０ｃから出力される信号電圧Ｖｓｉｇのセンタ
ーレベル（信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃ）は、信号ドライバ２０ｂから出力される信号電圧Ｖｓ
ｉｇのセンターレベル（信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃ）より高くなって、液晶表示パネル１０の
中央部の信号ラインの信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの電位より、周辺部の信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃ
の電位の方が高くなる。この信号ラインによる信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの電位の差を、前述
の、表示パネル内での共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣの差に対応する値に設定
することにより、ＶｃｏｍＤＣと信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃとの差が、液晶表示パネル１０の
中央部と周辺部でほぼ等しくなるようにすることができる。
【００５３】
　図５は、本実施形態における、共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣと、信号電圧
Ｖｓｉｇ／ｃとの関係を示す図である。図５に示すように、表示パネル内での共通電圧Ｖ
ｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣの変化に対応するように、信号ドライバ２０ａ及び２０ｃ
の信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの電位が、信号ドライバ２０ｂの信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃに比べて
高くなるように設定される。
【００５４】
　このように、各信号ドライバ２０ａ～２０ｃの信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの電位が異なるよ
うに設定される。即ち、各信号ドライバ２０ａ～２０ｃにおいて生成・出力される階調電
圧の全体レベルをシフトするか否かが、各信号ドライバ２０ａ～２０ｃそれぞれ毎に個別
に設定される。また、その設定は、液晶表示パネル１０のどの部分の信号ラインに信号電
圧を印加する信号ドライバかに応じて決められる。具体的には、液晶表示パネル１０の中
央部の信号ラインに信号電圧を印加する信号ドライバの信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃより、周部
の信号ラインに信号電圧を印加する信号ドライバの信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの方が電位が高
くなるように設定される。これにより、液晶表示パネルの表示位置によるＶｃｏｍＤＣと
信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃとの差の変化を減らして、ＶｃｏｍＤＣと信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃと
の差が、液晶表示パネル内で概ね均一になるようにすることができるため、液晶表示パネ
ル１０の画面内全体でフリッカの発生を抑制して、表示品位を向上させることができる。
【００５５】
　上述した本実施形態では、階調電圧生成回路２６は、階調基準電圧補正回路２６１Ａ，
２６１Ｂに、１つの補正抵抗Ｒｓ１，Ｒｓ２をそれぞれ設ける構成として説明したが、他
の構成であってもよい。図６は、本実施形態における階調電圧生成回路の変形例を示す図
である。例えば、図６に示す階調電圧生成回路２７のように、階調基準電圧補正回路２６
１Ａ，２６１Ｂに代えて、階調基準電圧補正回路３６１Ａ，３６１Ｂを備える構成であっ
てもよい。
【００５６】
　図６において、階調基準電圧補正回路３６１Ａは、直列接続された３個の補正抵抗Ｒｓ
１１～Ｒｓ１３を備え、各補正抵抗Ｒｓ１１～Ｒｓ１３が端子ＶＨ２に印加される最高階
調基準電圧ＶＨを分圧する。分圧された電圧は、スイッチ３６３Ａ～３６６Ａを介して電
圧レベル作成回路２６２に出力される。従って、スイッチ３６３Ａ～３６６Ａの開閉を切
り替えることにより、電圧レベル作成回路２６２に供給される最高基準電圧の電位を４つ
の電位に変更可能である。
【００５７】
　また、階調基準電圧補正回路３６１Ｂは、階調基準電圧補正回路３６１Ａと略同一の構
成を有するため、詳細な説明は省略するが、階調基準電圧補正回路３６１Ａの場合と同様
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に、電圧レベル作成回路２６２に供給される最低基準電圧の電位を４つの電位に変更可能
である。
【００５８】
　また、階調電圧生成回路２６の他の変形例について説明する。図７は、本実施形態にお
ける階調電圧生成回路の他の変形例を示す図である。図７に示す階調電圧生成回路２８の
ように、図４に示す階調基準電圧補正回路２６１Ａ，２６１Ｂに代えて、階調基準電圧補
正回路４６１Ａ，４６１Ｂを備えるものであってもよい。図７において、階調基準電圧補
正回路４６１Ａは、３個の補正抵抗Ｒｓ３１～Ｒｓ３３を並列に備え、何れの補正抵抗Ｒ
ｓ３１～Ｒｓ３３を挿入するかをスイッチ４６５Ａ～４６７Ａにより切替可能に構成され
ている。また、スイッチ４６４Ａにより、補正抵抗Ｒｓ３１～Ｒｓ３３を挿入しないとす
る切替も可能なように構成されている。
【００５９】
　また、補正抵抗Ｒｓ３１～Ｒｓ３３は、それぞれ異なる抵抗値を有する抵抗であり、例
えば切替制御信号ＳＴに応じて、スイッチ４６４Ａ～４６７Ａのうち何れか一のスイッチ
のみが閉じられる。
【００６０】
　従って、スイッチ４６４Ａ～４６７Ａの何れを閉じるかによって端子ＶＨ３と総合抵抗
Ｒｔ間に抵抗値が異なる複数の並列接続された補正抵抗Ｒｓ３１～３３の何れを挿入する
か、或いは端子ＶＨ３と総合抵抗Ｒｔ間を短絡するかを選択的に制御できるため、電圧レ
ベル作成回路２６２に出力する最高側の階調基準電圧の電位を４つの電位に変更できる。
また、階調基準電圧補正回路４６１Ｂは階調基準電圧補正回路４６１Ａと略同一の構成に
よってなるため、詳細な説明を省略する。
【００６１】
　また、上述した本実施形態では、表示パネル１０を駆動する信号ドライバとして、３個
の信号ドライバ２０ａ～２０ｃを用いる場合について説明したが、他の構成であってもよ
い。例えば、図６に示して説明した階調電圧補正回路２７や図７に示して説明した階調電
圧補正回路２８によれば、階調基準電圧ＶＨ，ＶＬは４つの異なる電位に変更することが
できる。そこで、例えば、９個の信号ドライバにより表示パネル１０を駆動することとし
てもよい。すなわち、信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの電位が画面の左右端部それぞれから画面中
央部まで４段階に変化するように、各信号ドライバのスイッチを切り替える。
【００６２】
　これにより、表示パネル１０の部分部分によって異なる共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分Ｖ
ｃｏｍＤＣに合わせて、信号ドライバ毎に信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの値を細かく調整するこ
とができて、ＶｃｏｍＤＣと信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃとの差が、画面全体でより均一になる
ようにすることができる。
【００６３】
　［第２の実施形態］
　上述した第１の実施形態では、液晶表示装置１は、複数の信号ドライバ２０ａ～２０ｃ
を備え、信号ドライバ２０ａ～２０ｃ毎に、信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃを変化させる構成とし
たが、例えば液晶表示装置１が信号ドライバとして１つの信号ドライバ２２０だけを備え
、信号ドライバ２２０内で所定数の信号線Ｓごとに信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃを変更可能とす
る構成であっても良い。
【００６４】
　図８は、本発明に係わる信号ドライバの第２の実施形態における概略構成を示すブロッ
ク図である。図８において、信号ドライバ２２０は、シフトレジスタ２２１と、データレ
ジスタ２２２と、ラッチ回路２２３と、３個の選択回路２２４ａ～２２４ｃと、出力バッ
ファ２２５と、３個の階調電圧生成回路２２６ａ～２２６ｃとを備えて構成される。尚、
シフトレジスタ２２１、データレジスタ２２２、ラッチ回路２２３、出力バッファ２２５
は、上述した液晶表示装置１と同一の構成によって成るため詳細な説明は省略し、以下で
は、選択回路２２４ａ～２２４ｃと、階調電圧生成回路２２６ａ～２２６ｃについて説明
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する。
【００６５】
　階調電圧生成回路２２６ａ～２２６ｃは、それぞれ選択回路２２４ａ～２２４ｃにおい
て信号電圧として選択される階調電圧を生成・出力する回路であり、その回路構成は上述
した階調電圧生成回路２６と同一の回路構成である。尚、階調電圧生成回路２７や２８と
同様の回路構成であってもよいことは勿論である。
【００６６】
　選択回路２２４ａ～２２４ｃは、液晶表示パネル１０のＮ個の信号ラインのうち、それ
ぞれアドレス０～β、β～γ、γ～Ｎの信号ラインに印加する信号電圧を出力する回路で
あり、階調電圧生成回路２２６ａ～２２６ｃから出力される階調電圧の中から表示データ
の階調値に対応する階調電圧を信号電圧として選択・出力する回路である。
【００６７】
　そして、各階調電圧生成回路２２６ａ～２２６ｃそれぞれから出力される階調電圧の平
均レベルは、階調電圧生成回路２２６ａ及び２２６ｃの方が、階調電圧生成回路２２６ｂ
に比べて高くなるように各階調電圧生成回路２２６ａ～２２６ｃ内のスイッチが切り替え
られる。従って、選択回路２２４ａ及び２２４ｃから出力される階調電圧による信号電圧
Ｖｓｉｇ／ｃの方が、選択回路２２４ｂから出力される階調電圧による信号電圧Ｖｓｉｇ
／ｃより高くなる。よって、液晶表示パネル１０の中央部の信号ラインの信号電圧Ｖｓｉ
ｇ／ｃより、周部の信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの方が高くなる。この場合においても、第１の
実施形態の場合と同様に、信号ラインによる信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの電位の差を、表示パ
ネル内での共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣの差に対応する値に設定することに
より、ＶｃｏｍＤＣと信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃとの差が、液晶表示パネル１０の中央部と周
辺部でほぼ等しくなるようにすることができる。
【００６８】
　図９は、本実施形態における、共通電圧Ｖｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣと、信号電圧
Ｖｓｉｇ／ｃとの関係を示す図である。図９に示すように、表示パネル内での共通電圧Ｖ
ｃｏｍの直流成分ＶｃｏｍＤＣの変化に対応するように、アドレス０～β，アドレスγ～
Ｎの信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃが、アドレスβ～γ２の信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃより高くなるよ
うに設定される。
【００６９】
　また、上述した変形例では、１つの信号ドライバ２２０が３つの階調電圧生成回路２２
６ａ～２２６ｃを備える構成について説明を行ったが、階調電圧生成回路２２６ａ～２２
６ｃの個数は上述した例に限定されない。階調電圧生成回路及び選択回路の組を多数設け
ることで、信号ライン毎の信号電圧Ｖｓｉｇ／ｃの値をより細かく調整することができる
ようになり、画面全体に発生するフリッカをより効果的に抑制して、表示品位を向上させ
ることができる。更に、階調電圧生成回路及び選択回路の組を、液晶表示パネル１０に接
続される複数の信号ラインＳと同等の数だけ備え、各信号ラインＳ毎に信号電圧Ｖｓｉｇ
／ｃを変更可能とする構成であってもよい。
【００７０】
　但し、信号ドライバに設ける階調電圧生成回路の個数が多くなればフリッカの抑制に対
しては効果的であるが、表示装置の大型化、信号ドライバの消費電力の向上といったデメ
リットも生じるため、両者のバランスに応じて好適な個数を選択することが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】液晶表示装置の構成を示すブロック図。
【図２】表示画素の等価回路。
【図３】信号ドライバの第１の実施形態における概略構成を示すブロック図。
【図４】第１の実施形態における階調電圧生成回路の回路構成を示す図。
【図５】第１の実施形態における共通電圧の直流成分と信号電圧のセンターレベルとの関
係を示す図。
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【図６】第１の実施形態における階調電圧生成回路の変形例を示す図。
【図７】第１の実施形態における階調電圧生成回路の他の変形例を示す図。
【図８】信号ドライバの第２の実施形態における概略構成を示すブロック図。
【図９】第２の実施形態における共通電圧の直流成分と信号電圧のセンターレベルとの関
係を示す図。
【図１０】従来の液晶表示装置の概略構成を示すブロック図。
【図１１】共通電圧の信号波形と直流成分を示す図。
【図１２】（ａ）従来の直流成分と信号電圧との関係を示す図、（ｂ）画面中央部を基準
としてフリッカの調整をした場合の模式図、（ｃ）給電周辺部を基準としてフリッカの調
整をした場合の模式図。
【符号の説明】
【００７２】
　　１　　　　　　　　　液晶表示装置
　１０　　　　　　　　　表示パネル
　２０ａ～２０ｃ　　　　信号ドライバ
　　２１　　　　　　　　シフトレジスタ
　　２２　　　　　　　　データレジスタ
　　２３　　　　　　　　ラッチ回路
　　２４　　　　　　　　選択回路
　　２５　　　　　　　　出力バッファ
　　２６　　　　　　　　階調電圧生成回路
　３０　　　　　　　　　走査ドライバ
　４０　　　　　　　　　ＲＧＢデコーダ
　５０　　　　　　　　　ＶＣＯＭ生成回路
　６０　　　　　　　　　ＬＣＤコントローラ
　７０　　　　　　　　　電圧生成回路
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